
第17回 地域防災フォーラム

岩手復興モデルの構築
-国連防災枠組みと岩手大学の実践- 

日時
2017年

2月3日（金）
15 : 00～17 : 30（開場14 : 30）

場所
北桐ホール（定員200名）
岩手大学教育学部キャンパス内

対象
一般市民，自然災害研究者，防災
関係者，行政関係者，教育関係者，
学生等（どなたでも）
主催
岩手大学地域防災研究センター

プログラム
総合司会
地域防災研究センター副センター長、理工学部教授
越谷 信

第1部 15 : 00～
開会挨拶
地域防災研究センター長、理工学部教授
南 正昭

学長挨拶
岩手大学学長
岩渕 明

基調講演「災害リスクとSDGs」
国連開発計画駐日代表
近藤哲生 氏

第2部 16 : 30～
パネルディスカッション「岩手復興モデルの構築」
コーディネーター 村上 清
パネリスト 近藤哲生

岩渕 明
南 正昭
五味壮平

閉会挨拶

岩手大学学長特別補佐

国連開発計画駐日代表

岩手大学学長
地域防災研究センター長
理工学部教授
地域防災研究センター
人文社会科学部教授

参加無料
定員200名



【 趣 旨 】
世界各地で発生する災害や紛争からの復興を進める国連では、2015国
連防災世界会議（仙台）において、国家間の防災に関する取り決めを記
した仙台フレームワークを採択しました。

本フォーラムでは、国連開発計画（UNDP）駐日代表の近藤哲生氏をお
招きし、国連における復興支援や都市開発について基調講演をいただく
とともに、震災復興にかかわってきた岩手大学の教員らとのパネルディ
スカッションを行います。

震災復興から学び、後世に引き継ぐべく岩手三陸モデルの構築について、
大学の果たすべき役割、多様な参画者の関わりについて議論します。

【プロフィール】

近藤 哲生 氏 国連開発計画駐日代表

東京都立大学（現首都大学東京）卒。米国ジョーンズ国際大学で開発学
修士号取得。1981年外務省に入省、国連代表部などで勤務。2001年
にUNDP本部に出向し、マーク・マロック・ブラウン総裁（当時）特別
顧問などを務めた。2005年に外務省を退職し、UNDPバンコク地域本
部スマトラ沖津波被害復興支援上級顧問などを経て、2007年にUNDP
コソボ事務所副代表、2010年UNDPチャド事務所長に就任。2014年1
月より現職。東京大学大学院非常勤講師(国際保健政策学)。東京都出身。


